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報告者名　　特定非営利活動法人　日本青バイ隊
代表者　　　　理事長　柳龍太郎
住所　　　　　佐賀県伊万里市立花町１５４２－１６
事業名　　　シーバードプロジェクトの推進
　　（水上オートバイユーザーおよび地域との関係構築）
実施期間　　2013年4月1日から2014年3月31日
事業費総額　2,407,561円

事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
　シーバードプロジェクトの一環として、水上バイクユーザーや地域に対して活動の積極的なPRを行うことを通じて、水上バイクユーザーとしての模範を示すとともに、各地のシーバードの組織運営について評価・アドバイスを行い、持続的に活動を行っていくためのサポートを行う。

１・シーバード活動をPRするためにイベントへの参加。
6月の唐津トライアスロン、百道アクアスロン大会、7月イマリンビーチ、波多津カヤック教室、8月いまり川下りいかだ大会、子ども会行事、10月波多津みなと祭り、青い羽根チャリティー）等、それぞれのイベントでシーバード活動をPRした。また今年8月には保護観察者の地域貢献活動としての取り組みにシーバード活動が採用され活動を共に行った。

２・シーバード設置のための視察
8月高知県さめうら、11月宮崎高鍋、12月鹿児島、周防大島、米子へ現地調査を実施した。特に周防大島については直接町長に説明を行った。
３・シーバード活動の状況調査とアドバイス

すでに設置を行ったシーバードについても活動状況を確認するために7月高知県芸西村、11月宮崎青島、大分田ノ浦へ調査に赴いた。

４・シーバード設置
今年は6月逗子、宮崎青島、7月田ノ浦、隠岐の島、館山、11月さめうら、3月高鍋が新たに発足することになり発足式並びに贈呈式に参加した。

５・視察受け入れとPR
本部には察知を検討している佐世保地区から4月に視察がありシーバード伊万里の協力で合同訓練を実施し活動内容を説明した。
シーバード活動を多くの機関に知ってもらうために11月福岡で開催されたシンポジウムにもパネリストとして参加し、また、12月には東京でのWRMAブラッシュアップミーティング２０１３や３月のPW安全協会総会にも参加した。

６・シーバード幹事会
シーバードを普及するため6月と9月の2回の幹事会（東京）に参加し、設置推進を検討した。

事業目標と達成状況：　　　　　　　　
１．2013年度に新たに１０ヶ所にシーバードを設置する
· 逗子、宮崎青島、隠岐の島、館山、さめうら、宮崎高鍋、大分田ノ浦の７ヶ所に設置発足した。
· 寒河江、鹿児島の２か所は設置決定し年度が替わってから発足式を行う
· 周防大島、米子、奄美、逗子マリーナの４か所は現在検討中となっている

２．２０１３年度内に５団体より視察の受け入れを行う
· 視察の受け入れは佐世保からの１ヶ所となったがシーバード活動を説明するために高鍋、鹿児島、周防大島、米子、さめうらを訪問した。

３．その他
· 既存のシーバードについても活動状況を把握するために芸西村、宮崎青島、田ノ浦の活動確認を行った。
· シーバード設置推進の幹事会も２回行われそれぞれの幹事会で進捗状況等を話し合った。
· 水上バイクシンポジウムへパネリストとして参加した。
· WARMブラッシュアップミーティング２０１３へ参加した。
· PW安全協会総会への参加。

